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【評価意見】 

 研究代表者は本研究において、ミトコンドリアの細胞を中心とした研究で大きな

成果を挙げた後、規模を縮小して研究を継続するとともに、Drp1 ノックアウトマウ

スの作成をして、動物個体レベルでの研究も新たに展開している。ミトコンドリア

の融合と分裂に関する研究の世界のトップを走っている研究者である。 

 研究代表者の本研究とその後の研究は、ミトコンドリアについて、「細胞内エネル

ギー生産に関わるオルガネラ」というこれまでよく知られている概念に加えて、

「様々な細胞機能、高次生体機能に関わるオルガネラ」という認識をもたらしてい

る。研究代表者が切り開いたミトコンドリアのダイナミクスに関する研究は急速に

増えており、本研究グループの研究成果は頻繁に引用されている。 

 本研究には、神経疾患など病気の治療に結びついた研究が多くあり、学術面のみ

ならず社会的貢献は大きい。また、Drp1 ノックアウトマウスやノックアウト細胞を

世界の研究者に供与することを通して社会に還元している。研究者の育成に関して

も、研究室在籍者のその後の進路から判断して、大学や企業の第一線で活躍する研

究者を多く育てたと言える。 

 


